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研究分野：数理論理学 
科研費の分科・細目： 
キーワード：二階算術，逆数学，再帰理論，オメガ-モデル，ランダム 
 
１．研究計画の概要 
 二階算術の枠組みにおいて，どれくらいの
強さの集合存在公理図式があれば証明され
るのに必要十分であるかという観点から，数
学の定理を分類する試みが逆数学である．本
研究の目的は，逆数学の視点を意識しながら，
二階算術の部分体系のモデルの性質を分析
することであり，またそれを通して再帰理論
（帰納的関数論）における新しい結果を得る
ことである． 
 
２．研究の進捗状況 
 研究の出発点として collection の保存性に
ついて調べる予定であったが，当初想定して
いたモデルの構成が本質的に不可能である
ことがわかった．そこで，次にランダム性に
関するオメガ-モデルの構成に取り組むこと
にした．H19 年度では特に，部分ランダム性
について考察した．ここから新たに対角部分
ランダムという概念を導入し，これまでは，
部分ランダム性と共にそれに対応する形式
体系を与え，既知の体系との関係を考察して
きた．また，昨年になって，通常のランダム
と強いランダムの間にあるような新しいラ
ンダム性の概念を見つけ出した．ただし，厳
密に中間的な位置にあるかどうかは証明で
きていない． 
 H20 年度からは，ランダム性の考察と同時
に再び，二階算術の体系の保存性に関する研
究も行った．ここでは collection ばかりでな
く 2ベキの無限ラムジーの定理の弱形につい
ても考察し，それらが十分複雑な文に関して
も保存的であることを証明した．また，これ
らの考察を深め，より拡張された結果や別証
明を与えることもできた．H21 年度では 2 ベ

キの無限ラムジーの定理自体にも保存性を
調べるための新しいモデルも構成法につい
て研究したが，最近になって，ほぼ意味のな
い結果しか得られないものであることが判
明した． 
 現在は更に，高階の逆数学研究の土台作り
と既存の組み合わせ論の逆数学的結果を利
用して有界算術へ展開することも行ってい
る． 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している. 
（理由） 
当初の目論みとは異なる結果ではあった

が，collection の保存性についてはほぼ完成
した．ランダム性については，ランダムそれ
自身の研究が思うように進まず，それに対応
する形式体系については特に新しい結果は
得られていない．二階算術の部分体系のモデ
ルの性質についても，これといって新しい事
実は得られていないが，最初の計画には含ま
れていなかったものの，有界算術への応用，
逆数学の新しい結果への展開があった． 
 
４．今後の研究の推進方策 
最近になって見通しが出てきた，ランダム

性によって特徴づけられる形式体系の研究，
逆有界算術の研究を推進する．更に高階逆数
学を始めとする様々な拡張された逆数学的
視点に立って，これまでの研究を見直す． 
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